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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる波長のレーザ光を出射する２つのレーザダイオードを用いた光ピックアップ装置
であって、
　第１のレーザ光のビームの光軸上に配置され、該第１のレーザ光のビームを屈折させて
透過させる第１の平行平板ハーフミラーであって、前記第１のレーザ光のビームの光軸と
直交する第１の軸周りに角度４３．６°回転させて配置された厚さ２．５ｍｍ又は前記第
１の軸周りに角度４５°回転させて配置された厚さ２．４５ｍｍの光学ガラス材料ＢＫ７
の第１の平行平板ハーフミラーと、前記第１の平行平板ハーフミラーにより屈折された前
記第１のレーザ光のビームを屈折させて透過させるとともに、第２のレーザ光のビームを
屈折させて前記第１のレーザ光のビームの光軸に一致させる第２の平行平板ハーフミラー
であって、前記第１のレーザ光の光軸と前記第１の軸とに直交する第２の軸周りに角度４
５°回転させて前記第１のレーザ光のビームの光軸上に前記第１の平行平板ハーフミラー
から距離８ｍｍ離間して配置され、前記第１のレーザ光のビームの非点収差を打ち消す厚
さ２．５ｍｍの光学ガラス材料ＢＫ７の第２の平行平板ハーフミラーと、光学系のチルト
角を補正して光ディスクの半径方向に発生するコマ収差を打ち消すチルト角補正手段とを
備えたことを特徴とする光ピックアップ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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本発明は、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）、ＣＤ（Ｃｏｍｐ
ａｃｔ　Ｄｉｓｋ）等の基板厚さが異なる光ディスクに情報をそれぞれ記録再生する光ピ
ックアップ装置に係り、特に非点収差、コマ収差をなくした良好なレーザ光のビームのス
ポット光を得ることができる光ピックアップ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、異なる波長のレーザ光を出射する２つのレーザダイオードを用いた光ピックアッ
プ装置は、図３に示すように、レーザダイオード１１から出射されたレーザ光のビームＡ
をダイクロイックプリズム１３と偏向ビームスプリッタ１４とを透過させ、また、レーザ
ダイオード１２から出射されたレーザ光のビームＢをダイクロイックプリズム１３により
レーザ光のビームＡの光軸に一致させて屈折させ、全反射ミラー１５により光ディスク２
１の情報記録面に垂直な方向に屈折させて、コリメータレンズ１６により並行ビームにし
、１／４波長板１７により楕円偏波から直線偏波に偏向して、対物レンズ１８により光デ
ィスク２１にレーザ光のビームのスポット光を集光させ、その反射光を偏向ビームスプリ
ッタ１４により光検出素子２０の方向に屈折させ、シリンドリカルレンズ１９を経て光検
出素子２０により検出するようになっていた。そのため、高価な光学部品のダイクロイッ
クプリズム１３、偏向ビームスプリッタ１４が必要であり、光学部品の点数が多くなり、
光ピックアップ装置が高価になるという問題点があった。また、図４は、図３の高価な光
学部品のダイクロイックプリズム１３と偏向ビームスプリッタ１４とに代えて２つの平行
平板ハーフミラー３３、３４を用いたものであり、レーザダイオード３１から出射された
レーザ光のビームＡを光軸に直交する角度で互いに配置された平行平板ハーフミラー３３
、３４（同図では、簡略して２次元で示している）とを屈折させて透過させ、また、レー
ザダイオード３２から出射されたレーザ光のビームを平行平板ハーフミラー３４によりレ
ーザ光のビームＡの光軸に一致させて屈折させ、全反射ミラー３５により光ディスク４０
の情報記録面に垂直な方向に屈折させて、コリメータレンズ３６により並行ビームにし、
１／４波長板３７により楕円偏波から直線偏波に偏向して、対物レンズ３８により光ディ
スク４０にレーザ光のビームのスポット光を集光させ、その反射光を平行平板ハーフミラ
ー３３により光検出素子３９の方向に屈折させ、光検出素子３９により検出するようにな
っていた。しかし、レーザダイオード３１から出射したレーザ光のビームを２つの平行平
板ハーフミラー３３、３４を屈折させて通過させた際に、非点収差、コマ収差が発生して
、光ディスク４０の情報記録面に良好なレーザ光のビームのスポットを集光させることが
できないという問題点があった。
　背景技術としては、波長の異なる２つのレーザダイオードの一方のレーザダイオードか
ら出射されるレーザ光のビームの光軸Ｚ軸に対して第１の平行平板ハーフミラーをＹ軸周
りに角度θ傾けて配置し、第１の平行平板ハーフミラーと同じ板厚の第２の平行平板ハー
フミラーをＸ軸周りに角度θ傾けて配置して、一方のレーザダイオードから出射されたレ
ーザ光のビームを第１、第２の平行平板ハーフミラーを順次屈折透過させ、他方のレーザ
ダイオードから出射されるレーザビームを第２の平行平板ハーフミラーにより反射させて
、波長の異なる２つのレーザダイオードから出射されるレーザ光のビームの光軸を一致さ
せるようにしたものがあった（例えば、特許文献１参照）。
　また、傾き調整部材をレンズに接触させ、傾き調整部材がレンズに接触した状態で、可
動支持部材に設けられたソレノイドコイルと固定部材に設けられたマグネットとをソレノ
イドコイルに通電することにより、可動支持部材を変位させて、レンズを傾き調整部材に
押し当てるようにしてレンズの傾きを調整するようにしたものがあった（例えば、特許文
献２参照）。
　また、第１のレーザダイオードからの第１のレーザ光を平行平板ハーフミラーにより反
射させて、反射された第１のレーザ光のビームを集光レンズにより集光させ、集光された
第１のレーザ光のビームをビーム整形プリズムにより整形して、第１のレーザ光に対応す
る第１の光ディスクに収束させ、平行平板ハーフミラーを透過した第２のレーザダイオー
ドからのレーザ光に所定の非点収差を付与して、第２のレーザダイオードからの第２のレ
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ーザ光を第２のレーザ光に対応する第２の光ディスクに収束させ、第２のレーザ光のビー
ムがビーム整形プリズムを通過する際に発生する非点収差を低減するようにしたものがあ
った（例えば、特許文献３参照）。
　また、２つ以上の異なる波長のレーザ光を出射するレーザダイオードから出射された各
レーザ光のビームを対物レンズにより集光させて、光ディスクにより反射されて対物レン
ズを経た各レーザ光のビームを光検出素子により検出し、レーザダイオードと光検出素子
との間の光路上にレーザダイオードから出射された各レーザ光のビームの戻り位置を光検
出素子の受光面に一致させるとともに、ホログラム光学素子によりコマ収差を補正するよ
うにしたものがあった（例えば、特許文献４参照）。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
しかしながら、背景技術で述べたもののうち最初のものにおいては、波長の異なる２つの
レーザダイオードの一方のレーザダイオードから出射されるレーザ光のビームの光軸Ｚ軸
に対して第１の平行平板ハーフミラーをＹ軸周りに角度θ傾けて配置し、第１の平行平板
ハーフミラーと同じ板厚の第２の平行平板ハーフミラーをＸ軸周りに角度θ傾けて配置し
て、一方のレーザダイオードから出射されたレーザ光のビームを第１、第２の平行平板ハ
ーフミラーを順次屈折透過させ、他方のレーザダイオードから出射されるレーザビームを
第２の平行平板ハーフミラーにより反射させて、波長の異なる２つのレーザダイオードか
ら出射されるレーザ光のビームの光軸を一致させることができたが、非点収差、コマ収差
をなくすことが困難であった。
また、次のものにおいては、傾き調整部材をレンズに接触させ、傾き調整部材がレンズに
接触した状態で、可動支持部材に設けられたソレノイドコイルと固定部材に設けられたマ
グネットとをソレノイドコイルに通電することにより、可動支持部材を変位させて、レン
ズを傾き調整部材に押し当てるようにしてレンズの傾きを調整することができたが、少な
い部品点数でコストを低減して、低コストで光ピックアップ装置を実現するようにしたも
のではなかった。
また、更にその次のものにおいては、第１のレーザダイオードからの第１のレーザ光を平
行平板ハーフミラーにより反射させて、反射された第１のレーザ光のビームを集光レンズ
により集光させ、集光された第１のレーザ光のビームをビーム整形プリズムにより整形し
て、第１のレーザ光に対応する第１の光ディスクに収束させ、平行平板ハーフミラーを透
過した第２のレーザダイオードからのレーザ光に所定の非点収差を付与して、第２のレー
ザダイオードからの第２のレーザ光を第２のレーザ光に対応する第２の光ディスクに収束
させ、第２のレーザ光のビームをビーム整形プリズムを通過する際に発生する非点収差を
低減することができたが、上記同様、少ない部品点数でコストを低減して、低コストで光
ピックアップ装置を実現するようにしたものではなかった。
また、更にその次のものにおいては、２つ以上の異なる波長のレーザ光を出射するレーザ
ダイオードから出射された各レーザ光のビームを対物レンズにより集光させて、光ディス
クにより反射されて対物レンズを経た各レーザ光のビームを光検出素子により検出し、レ
ーザダイオードと光検出素子との間の光路上にレーザダイオードから出射された各レーザ
光のビームの戻り位置を光検出素子の受光面に一致させるとともに、ホログラム光学素子
によりコマ収差を補正することができたが、ホログラム光学素子を用いなければならず、
低コストで光ピックアップ装置を実現するようにしたものではなかった。
本発明は、背景技術の有するこのような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的と
するところは、高価な光学部品を用いずに、光ピックアップ装置の性能を劣化させること
なく、少ない部品点数でコストを低減して、非点収差、コマ収差をなくした良好なレーザ
光のビームのスポット光を得ることができる光ピックアップ装置を提供しようとするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　上記目的を達成するため本発明においては、異なる波長のレーザ光を出射する２つのレ
ーザダイオードを用いた光ピックアップ装置であって、第１のレーザ光のビームの光軸上
に配置され、該第１のレーザ光のビームを屈折させて透過させる第１の平行平板ハーフミ
ラーであって、前記第１のレーザ光のビームの光軸と直交する第１の軸周りに角度４３．
６°回転させて配置された厚さ２．５ｍｍ又は前記第１の軸周りに角度４５°回転させて
配置された厚さ２．４５ｍｍの光学ガラス材料ＢＫ７の第１の平行平板ハーフミラーと、
前記第１の平行平板ハーフミラーにより屈折された前記第１のレーザ光のビームを屈折さ
せて透過させるとともに、第２のレーザ光のビームを屈折させて前記第１のレーザ光のビ
ームの光軸に一致させる第２の平行平板ハーフミラーであって、前記第１のレーザ光の光
軸と前記第１の軸とに直交する第２の軸周りに角度４５°回転させて前記第１のレーザ光
のビームの光軸上に前記第１の平行平板ハーフミラーから距離８ｍｍ離間して配置され、
前記第１のレーザ光のビームの非点収差を打ち消す厚さ２．５ｍｍの光学ガラス材料ＢＫ
７の第２の平行平板ハーフミラーと、光学系のチルト角を補正して光ディスクの半径方向
に発生するコマ収差を打ち消すチルト角補正手段とを備える。
　これらの手段により、高価な光学部品を用いずに、光ピックアップ装置の性能を劣化さ
せることなく、少ない部品点数でコストを低減して、非点収差、コマ収差をなくした良好
なレーザ光のビームのスポット光を得ることができる。
【発明の効果】
【０００５】
　請求項１記載の発明に係る光ピックアップ装置によれば、異なる波長のレーザ光を出射
する２つのレーザダイオードの第１のレーザ光のビームの光軸上に第１のレーザ光のビー
ムを屈折させて透過させる第１の平行平板ハーフミラーとして、第１のレーザ光のビーム
の光軸と直交する第１の軸周りに角度４３．６°回転させた厚さ２．５ｍｍ又は第１の軸
周りに角度４５°回転させた厚さ２．４５ｍｍの光学ガラス材料ＢＫ７の第１の平行平板
ハーフミラーを配置し、第１の平行平板ハーフミラーにより屈折された第１のレーザ光の
ビームを屈折させて透過させるとともに、第２のレーザ光のビームを屈折させて第１のレ
ーザ光のビームの光軸に一致させる第２の平行平板ハーフミラーとして、第１のレーザ光
の光軸と第１の軸とに直交する第２の軸周りに角度４５°回転させて第１のレーザ光のビ
ームの光軸上に第１の平行平板ハーフミラーから距離８ｍｍ離間した位置に第１のレーザ
光のビームの非点収差を打ち消す厚さ２．５ｍｍの光学ガラス材料ＢＫ７の第２の平行平
板ハーフミラーを配置して、光学系のチルト角を補正して光ディスクの半径方向に発生す
るコマ収差を打ち消すようにしているので、高価な光学部品を用いずに、光ピックアップ
装置の性能を劣化させることなく、少ない部品点数でコストを低減して、非点収差、コマ
収差をなくした良好なレーザ光のビームのスポット光を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
以下、適宜図面を参照しながら本発明を実施するための最良の形態を詳述する。図１は本
発明の第１の実施例の光ピックアップ装置の構成を示す斜視図であり、図２は本発明の第
２の実施例の光ピックアップ装置の構成を示す斜視図である。
まず、図１の本発明の第１の実施例の光ピックアップ装置の構成を示す斜視図を基に説明
する。
第１の実施例の光ピックアップ装置は、波長がそれぞれ異なるレーザ光を出射する２つの
レーザダイオード１とレーザダイオード２とを有している。光ディスク１０がＣＤの場合
、レーザダイオード１から出射された波長７９０ｎｍのレーザ光のビームＡが光学系を経
て光ディスク１０の情報記録面に集光されて、光ディスク１０に情報が記録再生され、光
ディスク１０の情報記録面により反射されたレーザ光の反射光が光検出素子９により検出
されて、光ディスク１０に記録された情報が読み出される。また、光ディスク１０がＤＶ
Ｄの場合、レーザダイオード２から出射された波長６６０ｎｍのレーザ光のビームＢが光
学系を経て光ディスク１０の情報記録面に集光されて、光ディスク１０に情報が記録再生
され、光ディスク１０の情報記録面により反射されたレーザ光の反射光が光検出素子９に
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より検出されて、光ディスク１０に記録された情報が読み出される。
レーザダイオード１から出射された波長７９０ｎｍのレーザ光のビームＡは、平行平板ハ
ーフミラー３ａと平行平板ハーフミラー４とを屈折させて透過させ、全反射ミラー５によ
り光ディスク１０の情報記録面に垂直な方向に屈折させる。全反射ミラー５により屈折さ
れたレーザ光のビームＡは、焦点距離２０．０５ｍｍのコリメータレンズ６により平行ビ
ームにされ、１／４波長板７により楕円偏波から直線偏波に偏向されて、直線偏波に偏向
されたレーザ光のビームが焦点距離３．０５ｍｍ、開口数０．５１の対物レンズ８により
厚さ１．２ｍｍのＣＤの光ディスク１０の情報記録面、即ちＣＤの内面１．２ｍｍ深さの
位置に集光される。そして、ＣＤの光ディスク１０の情報記録面により反射されたレーザ
光の反射光が対物レンズ８、１／４波長板７、コリメータレンズ６、全反射ミラー５、平
行平板ハーフミラー４の光学系を逆方向に戻って、平行平板ハーフミラー３ａにより光検
出素子９の方向に屈折され、ＣＤの光ディスク１０の情報記録面からの反射光が光検出素
子９により検出されてＣＤの情報記録面に記録された情報が読み出される。
平行平板ハーフミラー３ａと平行平板ハーフミラー４とは、光学ガラス材料ＢＫ７（ホウ
ケイ酸クラウンガラス）の厚さｔ１、ｔ２＝２．５ｍｍの平行平板ハーフミラーである。
平行平板ハーフミラー３ａは、図１に示すように、レーザ光のビームＡの光軸ｚ軸と直交
するｘ軸周りに角度θ１＝４３．６°回転させて配置されている。また、平行平板ハーフ
ミラー４は、図１に示すように、レーザ光のビームＡの光軸ｚ軸と直交するｙ軸周りに角
度θ２＝４５°回転させて、レーザ光のビームＡの光軸上で平行平板ハーフミラー３ａか
ら距離ｄ＝８ｍｍ離間した位置に配置されている。このように、光学ガラス材料ＢＫ７の
同じ厚さｔ１、ｔ２＝２．５ｍｍの平行平板ハーフミラー３ａと平行平板ハーフミラー４
とを距離ｄ＝８ｍｍ離間したレーザ光のビームＡの光軸上の位置に配置する場合、平行平
板ハーフミラー３ａと平行平板ハーフミラー４とを光軸上で角度９０°より僅かに小さな
角度の捩れた関係で配置して、レーザダイオード１から出射されたレーザ光のビームＡの
非点収差を平行平板ハーフミラー３ａと平行平板ハーフミラー４とにより打ち消し、コマ
収差の発生方向が光ディスク１０の半径方向になるように光学系を調整することにより、
光ディスク１０の半径方向に発生するコマ収差を光ピックアップ装置のコリメータレンズ
６、１／４波長板７及び対物レンズ８から成るレンズ系の光軸のチルト角、或いは光ピッ
クアップ装置の光軸のチルト角をチルト角補正アクチュエータ（図示せず）により補正す
ることができるので、レーザダイオード１から出射されたレーザ光のビームＡを光ディス
ク１０の情報記録面に集光させたとき、非点収差、コマ収差をなくした良好なスポット光
を得ることができる。なお、波長７９０ｎｍの場合、光学ガラス材料ＢＫ７の屈折率は１
．５１１である。
一方、レーザダイオード２は、レーザダイオード２から出射された波長６６０ｎｍのレー
ザ光のビームＢが平行平板ハーフミラー４により屈折されて、レーザダイオード１から出
射されたレーザ光のビームＡの光軸と一致するように配置されている。レーザダイオード
２から出射されたレーザ光のビームＢは、平行平板ハーフミラー４により屈折させ、全反
射ミラー５により光ディスク１０の情報記録面に垂直な方向に屈折される。全反射ミラー
５により屈折されたレーザ光のビームＢは、レーザ光のビームＡと同様にして、コリメー
タレンズ６により平行ビームにされ、１／４波長板７により楕円偏波から直線偏波に偏向
されて、直線偏波に偏向されたレーザ光のビームが対物レンズ８により厚さ１．２ｍｍの
ＤＶＤの光ディスク１０の情報記録面、即ちＤＶＤの内面０．６ｍｍ深さの位置に集光さ
れる。そして、ＤＶＤの光ディスク１０の情報記録面により反射されたレーザ光の反射光
が対物レンズ８、１／４波長板７、コリメータレンズ６、全反射ミラー５、平行平板ハー
フミラー４の光学系を逆方向に戻って、平行平板ハーフミラー３ａにより光検出素子９の
方向に屈折され、ＤＶＤの光ディスク１０の情報記録面からの反射光が光検出素子９によ
り検出されてＤＶＤの情報記録面に記録された情報が読み出される。なお、レーザダイオ
ード２から出射されたレーザ光のビームＢは平行平板ハーフミラー４を透過しないため、
収差は発生しない。
この第１の実施例によれば、厚さ２．５ｍｍのＢＫ７の平行平板ハーフミラー３ａをｘ軸
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周りに角度θ１＝４３．８°回転させてレーザ光のビームＡの光軸上に配置し、厚さ２．
５ｍｍのＢＫ７の平行平板ハーフミラー４をｙ軸周りに角度θ２＝４５°反時計方向に回
転させて、平行平板ハーフミラー３ａから距離８ｍｍ離間したレーザ光のビームＡの光軸
上の位置に配置して、光ピックアップ装置のコリメータレンズ６、１／４波長板７及び対
物レンズ８から成るレンズ系の光軸のチルト角、或いは光ピックアップ装置全体の光軸の
チルト角をチルト角補正アクチュエータ（図示せず）により調整することにより、レーザ
ダイオード１から出射されたレーザ光のビームＡの良好なスポット光を光ディスク１０の
情報記録面に集光させることができるので、高価な光学部品を用いずに、光ピックアップ
装置の性能を劣化させることなく、少ない部品点数でコストを低減して、非点収差、コマ
収差をなくした良好なレーザ光のスポット光を得ることができる。
また、図２の本発明の第２の実施例の光ピックアップ装置の構成を示す斜視図を基に説明
する。
第２の実施例の光ピックアップ装置は、第１の実施例における平行平板ハーフミラー３ａ
に代えて、平行平板ハーフミラー３ｂを用いたものである。なお、上記図１に示すものと
同一の構成要素については、同一の符号を付して、その説明を省略する。レーザダイオー
ド１から出射された波長７９０ｎｍのレーザ光のビームＡは、平行平板ハーフミラー３ｂ
と平行平板ハーフミラー４とを屈折させて透過させ、全反射ミラー５により光ディスク１
０の情報記録面に垂直な方向に屈折させる。全反射ミラー５により屈折されたレーザ光の
ビームＡは、コリメータレンズ６により平行ビームにされ、１／４波長板７により楕円偏
波から直線偏波に偏向されて、直線偏波に偏向されたレーザ光のビームが対物レンズ８に
より厚さ１．２ｍｍのＣＤの光ディスク１０の情報記録面、即ちＣＤの内面１．２ｍｍ深
さの位置に集光される。そして、ＣＤの光ディスク１０の情報記録面により反射されたレ
ーザ光の反射光が対物レンズ８、１／４波長板７、コリメータレンズ６、全反射ミラー５
、平行平板ハーフミラー４の光学系を逆方向に戻り、平行平板ハーフミラー３ｂにより光
検出素子９の方向に屈折されて、ＣＤの光ディスク１０の情報記録面からの反射光が光検
出素子９により検出されてＣＤの情報記録面に記録された情報が読み出される。
平行平板ハーフミラー３ｂは、光学ガラス材料ＢＫ７の厚さｔ１＝２．４５ｍｍの平行平
板ハーフミラーである。平行平板ハーフミラー４は、光学ガラス材料ＢＫ７の厚さｔ２＝
２．５ｍｍの平行平板ハーフミラーである。平行平板ハーフミラー３ｂは、図２に示すよ
うに、レーザ光のビームＡの光軸ｚ軸と直交するｘ軸周りに角度θ１＝４５°回転させて
配置されている。また、平行平板ハーフミラー４は、図２に示すように、レーザ光のビー
ムＡの光軸ｚ軸と直交するｙ軸周りに角度θ２＝４５°回転させて、レーザ光のビームＡ
の光軸上で平行平板ハーフミラー３ｂから距離ｄ＝８ｍｍ離間した位置に配置されている
。このように、光学ガラス材料ＢＫ７の平行平板ハーフミラー３ｂと平行平板ハーフミラ
ー４とを距離ｄ＝８ｍｍ離間したレーザ光のビームＡの光軸上の位置に角度９０°で捩れ
た関係で配置する場合、平行平板ハーフミラー３ｂの厚さをｔ１＝２．４５ｍｍとし、平
行平板ハーフミラー４の厚さをｔ２＝２．５ｍｍとして、レーザダイオード１から出射さ
れたレーザ光のビームＡの非点収差を平行平板ハーフミラー３ｂと平行平板ハーフミラー
４とにより打ち消し、コマ収差の発生方向を光ディスク１０の半径方向になるように光学
系を調整することにより、光ディスク１０の半径方向に発生するコマ収差を光ピックアッ
プ装置のコリメータレンズ６、１／４波長板７及び対物レンズ８から成るレンズ系の光軸
のチルト角、或いは光ピックアップ装置の光軸のチルト角をチルト角補正アクチュエータ
（図示せず）により補正することができるので、レーザダイオード１から出射されたレー
ザ光のビームＡを光ディスク１０の情報記録面に集光させたとき、非点収差、コマ収差を
なくした良好なスポット光を得ることができる。
一方、レーザダイオード２は、レーザダイオード２から出射された波長６６０ｎｍのレー
ザ光のビームＢが平行平板ハーフミラー４により屈折されて、レーザダイオード１から出
射されたレーザ光のビームＡの光軸と一致するように配置されている。レーザダイオード
２から出射されたレーザ光のビームＢは、平行平板ハーフミラー４により屈折させ、全反
射ミラー５により光ディスク１０の情報記録面に垂直な方向に屈折される。全反射ミラー
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５により屈折されたレーザ光のビームＢは、レーザ光のビームＡと同様にして、コリメー
タレンズ６により平行ビームにされ、１／４波長板７により楕円偏波から直線偏波に偏向
されて、直線偏波に偏向されたレーザ光のビームが対物レンズ８により厚さ１．２ｍｍの
ＤＶＤの光ディスク１０の情報記録面、即ちＤＶＤの内面０．６ｍｍ深さの位置に集光さ
れる。そして、ＤＶＤの光ディスク１０の情報記録面により反射されたレーザ光の反射光
が対物レンズ８、１／４波長板７、コリメータレンズ６、全反射ミラー５、平行平板ハー
フミラー４の光学系を逆方向に戻って、平行平板ハーフミラー３ｂにより光検出素子９の
方向に屈折され、ＤＶＤの光ディスク１０の情報記録面からの反射光が光検出素子９によ
り検出されてＤＶＤの情報記録面に記録された情報が読み出される。なお、レーザダイオ
ード２から出射されたレーザ光のビームＢは平行平板ハーフミラー４を透過しないため、
収差は発生しない。
この第２の実施例によれば、厚さ２．４５ｍｍのＢＫ７の平行平板ハーフミラー３ｂをｘ
軸周りに角度θ１＝４５°回転させてレーザ光のビームＡの光軸上に配置し、厚さ２．５
ｍｍのＢＫ７の平行平板ハーフミラー４をｙ軸周りに角度θ２＝４５°反時計方向に回転
させて、平行平板ハーフミラー３ｂから距離８ｍｍ離間したレーザ光のビームＡの光軸上
の位置に配置して、光ピックアップ装置のコリメータレンズ６、１／４波長板７及び対物
レンズ８とから成るレンズ系の光軸のチルト角、或いは光ピックアップ装置全体の光軸の
チルト角をチルト角補正アクチュエータ（図示せず）により調整することにより、レーザ
ダイオード１から出射されたレーザ光のビームＡの良好なスポット光を光ディスク１０の
情報記録面に集光させることができるので、上記第１の実施例と同様に、高価な光学部品
を用いずに、光ピックアップ装置の性能を劣化させることなく、少ない部品点数でコスト
を低減して、非点収差、コマ収差をなくした良好なレーザ光のスポット光を得ることがで
きる。
以上、本発明を実施するための最良の形態について詳述したが、本発明はこれに限らず、
当業者の通常の知識の範囲内でその変形や改良が可能である。例えば、光学ガラス材料Ｂ
Ｋ７の２つの平行平板ハーフミラーの厚みと角度とを調整して、所定距離離間したレーザ
光のビームの光軸上の位置に配置することにより、２つの平行平板ハーフミラーを屈折し
て透過するレーザ光のビームの非点収差を打ち消すことを説明したが、屈折率が異なる他
の光学ガラス材料の２つの平行平板ハーフミラーを用いた場合であっても、離間距離、厚
み、及び角度とを適宜調整することによって、２つの平行平板ハーフミラーを屈折して透
過するレーザ光のビームの非点収差を打ち消すことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１の実施例の光ピックアップ装置の構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の第２の実施例の光ピックアップ装置の構成を示す斜視図である。
【図３】従来の光ピックアップ装置の構成を示す説明図である。
【図４】従来の他の光ピックアップ装置の構成を示す説明図である。
【符号の説明】
【０００８】
１、２　レーザダイオード
３ａ、３ｂ、４　平行平板ハーフミラー
５　全反射ミラー
６　コリメータレンズ
７　１／４波長板
８　対物レンズ
９　光検出素子
１０　光ディスク
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